
6よしかわ議会だより

中
学
の
部
活
動
に
お
け
る
外
部

指
導
者
の
活
用
に
つ
い
て

濱
田
　
美
弥

問　

吉
川
市
内
で
の
活
用
の
実
態
を

伺
う
。

答
教
育
部
長　

県
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

事
業
を
活
用
し
、
南
中
３
名
中
央
中

２
名
に
依
頼
を
し
て
い
る
。
今
後
も

部
活
動
も
教
育
の
一
環
と
し
て
支
援

し
て
い
く
。

◆
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
の
活
用
に
つ
い
て

問　

職
員
の
勤
務
形
態
に
つ
い
て
伺

う
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

水
～
土
は
館

長
を
含
む
４
名
が
勤
務
、
日
～
火
は

職
員
が
２
名
、
イ
ベ
ン
ト
時
等
に
は

臨
時
職
員
が
入
り
勤
務
し
て
い
る
。

問　

市
内
４
年
生
の
月
や
星
の
単
元

で
活
用
し
て
は
い
か
が
か
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

５
月
の
校
長

会
に
て
美
南
、
吉
川
小
で
実
施
決
定
。

他
校
で
も
今
年
度
中
に
実
施
の
予
定
。

◆
学
校
図
書
室
に
つ
い
て

問　

バ
ー
コ
ー
ド
化
に
よ
る
貸
出
時

間
短
縮
や
デ
ー
タ
抽
出
の
簡
易
化
な

ど
ゆ
く
ゆ
く
は
中
央
公
民
館
図
書
室
、

市
内
中
学
校
な
ど
と
共
通
化
し
本
好

き
な
子
ど
も
を
増
や
し
て
は
。

答
教
育
部
長　

現
在
導
入
は
考
え
て

い
な
い
。

高
齢
者
、
若
年
単
身
者
へ
の

住
宅
支
援
を

遠
藤
　
義
法

問　

政
府
は
高
齢
者
や
若
年
者
の
住

宅
確
保
・
財
政
支
援
な
ど
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
法
を
策
定
し
た
。

法
の
趣
旨
を
受
け
て
吉
川
市
内
の
住

宅
困
窮
者
や
空
き
家
の
実
態
、
現
状

と
今
後
の
課
題
、
対
応
は
。

答
都
市
整
備
部
長　

市
内
で
倒
壊
や

老
朽
化
な
ど
で
問
題
が
あ
る
空
き
家

は
40
軒
、
平
成
25
年
の
住
宅
土
地
統

計
調
査
で
は
賃
貸
、
売
却
用
な
ど
の

空
き
家
が
１
８
４
０
戸
で
あ
る
。
今

後
、
空
き
家
の
有
効
利
活
用
な
ど
他

市
の
事
例
等
を
参
考
に
す
す
め
る
。

▼�

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
開
発
地
へ

医
療
ビ
ル
の
設
置
を

問　

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
整
備
地

に
各
診
療
科
目
が
入
所
す
る
医
療
ビ

ル
を
政
策
的
に
位
置
付
け
、
実
施
を
。

答
都
市
整
備
部
長　

平
成
31
年
度
に

か
け
企
業
誘
致
活
動
を
進
め
る
。
こ

の
な
か
で
医
療
施
設
も
含
め
た
幅
広

い
立
地
を
図
っ
て
い
く
。

◆
吉
川
駅
北
口
の
混
雑
解
消
策
は

問　

吉
川
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
内
や

い
ち
ょ
う
通
り
の
混
雑
解
消
策
は
。

答
政
策
室
長　

ロ
ー
タ
リ
ー
や
周
辺

道
路
の
交
通
実
態
調
査
を
行
い
、
混

雑
緩
和
に
向
け
調
査
研
究
す
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

吉
川
　
敏
幸

問　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、

大
規
模
災
害
時
、
市
の
人
材
、
資
機

材
で
対
応
は
可
能
な
の
か
。

答
市
民
生
活
部
長　

昨
年
９
月
に

Ｂ
Ｃ
Ｐ
簡
略
版
を
、
今
年
の
３
月

末
に
地
震
発
生
時
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
１
ヶ
月
間
対
象
）
を
策
定
し
た
。

ま
た
、
市
の
資
機
材
で
は
対
応
で
き

な
い
。
自
助
の
考
え
方
を
広
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆�

高
齢
化
社
会
の
中
、
指
定
避
難
所

に
空
調
設
備
の
設
置
を

問　

国
は
指
定
避
難
所
に
空
調
設
備

や
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
設
置
を
緊
急
防
災
・

減
災
対
策
事
業
債
の
対
象
に
し
た
。

指
定
避
難
所
に
空
調
設
備
の
設
置
を
。

答
市
民
生
活
部
長　

空
調
設
備
は
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、

多
様
な
手
段
で
調
達
で
き
る
よ
う
に

研
究
し
て
い
く
。

◆
保
育
士
確
保
に
全
力
を

問　

待
機
児
童
問
題
解
消
の
た
め
、

今
後
、
保
育
量
は
増
大
す
る
が
、
保

育
士
確
保
に
つ
い
て
、
具
体
策
は
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

保
育
士
の
確

保
等
に
関
す
る
協
定
を
川
村
学
園
女

子
大
学
と
締
結
し
た
。
こ
の
協
定
に

基
づ
き
、
支
援
し
て
い
く
。

待
た
れ
る
地
域
公
共
交
通
の

�

充
実

小
林
　
昭
子

問　

昨
年
12
月
議
会
で
「
み
ん
な
が

豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
気
軽
に
利
用

で
き
る
地
域
公
共
交
通
の
確
立
を
求

め
る
」
請
願
が
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。

今
後
の
取
り
く
み
と
考
え
方
は
。

答
政
策
室
長　

①
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
方
式
で
②
年
齢
を
75
歳
以
上
と
し

③
旭
・
三
輪
野
江
地
区
を
中
心
に
移

動
手
段
を
も
た
な
い
方
を
想
定
④
今

年
中
に
試
行
し
た
い
の
で
９
月
議
会

で
補
正
予
算
に
計
上
予
定
で
す
。

　

請
願
の
趣
旨
を
重
く
受
け
止
め
、

重
ね
て
検
討
す
る
中
で
、
今
回
の
案

を
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
大
き
な
目
標

と
し
て
、
出
来
る
だ
け
早
期
に
試
行

を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
新
き
ぼ
り
水
質
改
善
の
取
り
組
み

問　

市
の
責
任
あ
る
対
応
を

答
市
民
生
活
部
長　

県
は
事
業
所
に

改
善
計
画
書
の
提
出
と
、
９
月
６
日

ま
で
に
改
善
す
る
事
を
勧
告
し
た
。

答
市
長　

三
輪
野
江
全
体
に
も
非
常

に
大
き
な
問
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

◆
市
平
和
事
業
の
更
な
る
充
実
を

答
市
民
生
活
部
長　

様
々
な
世
代
が

集
い
平
和
の
尊
さ
と
戦
争
の
悲
惨
さ

を
考
え
ら
れ
る
一
助
と
な
る
よ
う
考

え
て
い
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

稲
葉
　
剛
治

問　

須
賀
、
榎
戸
地
区
の
治
水
対
策

の
早
急
な
対
応
を

答
都
市
整
備
部
長　

須
賀
、
榎
戸
地

区
の
冠
水
策
と
し
て
は
、
市
道
１-

３
８
２
号
線
の
排
水
機
能
向
上
の
為
、

新
た
に
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
布

設
を
計
画
し
、
工
事
発
注
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。

問　

４
月
か
ら
退
職
自
衛
官
職
員
を

配
置
す
る
等
、
新
た
な
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
事
を
ふ
ま
え
、

水
防
に
関
す
る
組
織
体
制
の
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
民
生
活
部
長　

平
成
27
年
関
東

東
北
豪
雨
を
始
め
と
す
る
過
去
の
水

害
を
教
訓
と
し
、
全
庁
体
制
で
、
水

害
対
策
班
を
組
織
し
、
水
害
対
策
活

動
管
理
者
会
議
を
実
施
。
水
害
対
策

活
動
に
関
す
る
情
報
共
有
、
職
員
の

連
絡
体
制
の
構
築
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問 

関
東
東
北
豪
雨
を
未
経
験
の
若

手
職
員
に
対
し
て
の
対
応
は

答
市
民
生
活
部
長　

水
害
対
策
活
動

班
ご
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
班

に
所
属
す
る
職
員
す
べ
て
に
配
布
。

災
害
対
策
活
動
の
際
に
は
、
経
験
豊

富
な
職
員
と
、
経
験
の
浅
い
職
員
を

合
同
で
活
動
さ
せ
る
事
に
よ
り
、
知

識
や
技
術
の
習
得
を
行
っ
て
い
る
。

中
原
市
長
の
吉
川
市
議
会
に
対

す
る
基
本
的
な
理
念
と
対
応

齋
藤
　
詔
治

問　

中
原
市
長
が
吉
川
市
の
リ
ー
ダ

ー
に
な
り
二
年
、
積
極
的
に
多
く
の

課
題
に
取
組
み
市
制
二
〇
周
年
事
業

等
市
の
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
ま
し
た
。

市
議
会
議
員
も
市
民
の
代
弁
者
と
し

て
積
極
的
に
取
組
ん
で
参
っ
て
い
ま

す
。
市
長
は
市
民
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

民
主
主
義
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
市
議
会
へ
の
基
本
的
な
対
応
と
、

今
後
の
市
政
へ
の
展
望
を
伺
い
ま
す
。

　

多
く
の
計
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
長
は
事
の
発
端
を
見
失
わ
ず
、

無
理
を
重
ね
な
い
で
進
め
て
行
く
事
、

要
望
し
質
問
と
い
た
し
ま
す
。

答
市
長　

昨
年
の
二
〇
周
年
の
一
年
、

先
人
が
積
み
重
ね
て
来
た
歴
史
に
、

多
く
の
市
民
か
ら
の
共
動
が
あ
り
ま

し
た
。

　

一
番
力
を
入
れ
た
の
は
市
民
と
の

意
見
交
換
で
す
。
私
の
最
大
の
テ
ー

マ
は
市
民
の
幸
福
度
の
向
上
で
す
。

全
て
の
分
野
に
力
を
尽
く
し
て
参
り

ま
す
。
市
議
会
へ
の
基
本
理
念
は
、

市
民
と
政
治
と
行
政
の
三
位
一
体
が

私
の
市
政
運
営
で
す
。

　

時
代
に
流
さ
れ
ず
、
未
来
に
繋
が

る
そ
う
し
た
決
断
を
し
っ
か
り
と
し

て
行
き
ま
す
。

答
え
て
市
長
！
一
般
質
問�

前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き

ワンダーランドのプラネタリウム


